20171105レムナント教会1部
十字架のパニック（ヨハネ18:25-27
キリスト教と言うと、真っ先に思い浮かぶものは何でしょうか。人によって違うでしょうけれども、大体、十字架が真っ先に思い浮かぶものではないでしょうか。十字架というのは、キリスト教の象徴的なものになっているからです。ここにいま礼拝に来ていらっしゃる兄弟姉妹の皆さんは、その十字架の話を聞いたとき、十字架を見上げてうなずいて心からアーメンしている方だと思います。その十字架が自分のためのものだということがわかって、十字架のことを感謝している方がここにいらっしゃると思います。もし皆さんが、イエス様の十字架のことを心からアーメンできて、それが自分のためだと感謝しているのであれば、皆さんは間違いなく祝福された方です。そして、皆さんの意志とは関係なく、神様に選ばれた尊い方であることに間違いありません。断言しても構わないと信じています。しかし、一般的には、その十字架の話、十字架そのものは、私たちが感謝しているような反応ではなく、その十字架は人々にパニックを起こしてしまうものなのです。
今日の聖書を見ていても、いままでイエス様を主と告白しながらイエス様についてきていた弟子たちが、あらゆることがあった中、いままでずっと耐えてきました。しかし、最後に、イエス様が逮捕されて、十字架につけられることになりました。そのときに、皆がパニックになり逃げてしまうようになりました。イエス様の愛弟子と言われていたペテロでさえ、イエス様が逮捕されることによって、それイコール十字架なので、そこでペテロもパニックを起こし、イエス様の様子を見ようとして庭で体を温めていたときに「おまえもイエス様の弟子だろう」と言われました。「いえいえ、違います」と答えると、もう一度「私が見ていないとでも言うのか。耳を切り落とすところをしっかり見たよ。おまえもイエス様の仲間だろう」と言われ、今日の聖書にはありませんが、目の前にイエス様がいらっしゃるのに、イエス様をのろいながら「いや私は違いますよ。イエス様なんてまったく知りません」と心にない話をして、イエス様を否定してしまいました。もうパニックなのです。イエス様の愛弟子であったペテロでさえパニックを起こしてしまうものが、実は十字架なのです。ですから、一般の人には、本当に神様に選ばれて神の恵みに預かるようにならない限りは、パニックを起こすということが普通です。そういう中で皆さんは心からアーメンしているので、それは不思議であってまた感謝しなければなりません。なぜ十字架の話の前ではパニックを起こしてしまうのかというと、十字架のお話し、十字架のメッセージを聞く以前に、先に入って染み込んでいるもので本能になっていて、その本能的な刻印というものと衝突するようになるからです。自分ではそれにあまり気づいていないかもしれませんが、人が神様を離れて以来、人は本能的に十字架のメッセージとは真逆のものが刻印されているわけです。そして、それが正解だと皆信じ込んで、教育を受けて、様々な経験をしながら生きてきました。一つ一つの内容が合っているかどうかは別にして、全体的に神を離れて世の流れ、暗やみの中での話しになり、そこに光が照らされるようになるのでパニックを起こすようになってしまうわけです。そういうことに対して、おかしいな、不思議だなと思わないでください。
今回も、老会のキャンプに行ってきました。予備キャンプのときにイエス様を受け入れた人だと聞きました。自分でそのときがよかったので、その牧師先生達がまた来るからと会いに行きたいという思いでわざわざ本キャンプに来たようです。その人と私がお話しするようになりました。受け入れたので「そ後、どうでしたか」と聞きました。様子を見ると、あまりよく分かっていないなという感じだったので、救いのお話を徐々に語り、キリストを明確に語りました。「人間は、教会に通うとか聖書を読むとか頑張るなどが問題ではなくて、神様と会わないといけません。しかし、神様に会うための道は一本しかありません。イエス・キリストを受け入れること以外にはありません。だれでもイエス・キリストを受け入れれば、神様と出会うことができます」と正確に福音を話したら、その人も正確に「そういうわけにはいきません」と答えました。この間、受け入れたのがどういうことなのでしょうか。その時は、自分が普段、教会に対して思っていた否定的な思いがあったのですが、あの牧師がそういう話をしていたので、「ああ、牧師も教会には変な人が多いと思っているのだな」と自分が否定的に思っていた考えと共感する部分があったのでうれしくて受け入れてあげたという感じだったようです。でも、正確に福音を語ったら、よくわかりませんとかいう次元ではありません。いきなり、神様と出会うことなどありえません。徐々に、徐々に、できるだけ神の前では罪を犯さないように頑張って、そして、いま偶像崇拝にもかかわっているし、イエス様を受け入れた後、それをどうしましょう。だから、全部片づけた後でないと無理ではないでしょうかなどと、いろいろな話をその人も正確に、明確にしていました。とても頑張り屋さんだとは思いました。

そのように正確に十字架の意味が説き明かされるようになりますと、その話そのものの問題ではありません。それを聞く側の人々の心の中には、それとは真逆にものが刻印されています。そうなのかどうかも知らずにずっと生きてきたのです。それと正面からぶつかるようになるので、パニック状態になるわけです。それはいろいろな反応になりますが、イスラエルの人々は、十字架の話が正確に語られたときにパニックを起こして歯ぎしりをしながらステパノに石を投げて殺してしまいました。そのようなパニックを起こしてしまうのです。いままでものすごく優しかった旦那さんや奥さん、家族の方々が、十字架のお話を正確に聞いたり、あるいは、そちらの方に向かおうとしていると、急変して豹変してしまうわけです。パニックなのです。そのパニックの裏には、必ずなにかがいます。ペテロが、イエス様の目の前でイエス様を否定してパニック状態になったこの場面をとおして、十字架の前ではパニックを起こすものなのだということをしばらく考えていきたいと思います。
なぜかと言いますと、第一に、人間というものは基本、人間は善たるものなのだという意識があります。悪いものもいっぱいいるのですが、でも、基本、善たるものだという前提があります。だから、大体、赤ちゃんが生まれたときには、白紙の状態で純粋なピュアな状態で生まれたと皆、誰一人否定する者はいません。そのように信じ込んでいるわけです。皆さんもそう思っていないでしょうか。ピュアな状態で生まれて、なぜ悪者になるのかと言いますと、そこで育ちながら様々な環境、いろいろな事件、出来事とぶつかることによって汚れていくものなのだという意識が普通にあります。それが基本、世の中の人々の心の中に刻印されている考え方です。ですから、汚れたものは汚れを落とせば大丈夫なのだという道理になるので、人間は修正が効くものなのだ、修正可能なのだと思って宗教などが生まれるわけです。それから、本当に吟味して考えないといけないものが、教育です。教育をしようとしているいちばん基本的な発想というものは、人間は教育によって修正可能、更生可能なのだという意識があるからです。もちろん教育は必要なものなのです。教育を否定するつもりはありません。でも、教育のいちばん基本、底のほうには、人間は教育によって変えられるものだという意識があるのです。それが世の中の人の普通の考え方です。また、道徳や倫理の様々な項目が強調される理由は、道徳的に頑張ればそれらを守れるものなのだ、そういうルールがあることによって人間は、ある程度修正が効く存在だという発想があるから、そういうものが生まれるのでしょう。教育や道徳の様々な項目などがあること自体、基本、人間は善たるものとして生まれて、しかし、様々な経緯をとおして汚れてしまうものなのだという発想があるからでしょう。
昔、韓国の教会にいたときに、教会の真向いにお寺がありました。教会には「すべて疲れて重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしが、あなたがたを休ませてあげます」と書いてあって、お寺のほうには「人間はだれでも過ちを犯す。でも、直せばいい」と書いてありました。真逆の話でしょう。聖書は、直しなさい、変えなさいとは、どこにも一言も言われていません。これが基本になっているのです。人間は、ピュアに生まれ善たる者なのに、様々な理由によって汚れてしまうものなのだ。だから、教育や様々な方法によって修正ができるし、より良い人間、より良い人生を期待することができるものなのだと普通に思っているのに、十字架は一言で、人間は最初から罪人であり、修正など全く効かない、可能性のない絶望的な罪人なのだと語っているのでパニックになるのです。受け付けることができません。なにを言っているのかと歯ぎしりをしながら反発するようになるわけです。残念ながら十字架を掛けて教会という名前で礼拝を守っているところでも、こういうお話、十字架のお話がまっすぐに語られるとパニックになる場合があります。エペソ2：3、残念ながら認めたくないでしょうけれども、本能の刻印からそれを拒否しようとしているのでしょうけれども、あなたがたは、生まれながら神の御怒りを受けいれるべき子らとして生まれると言われています。これが人間の実態です。十字架は、それを物語っています。人間は、罪のない神様ご自身であるイエス様が、その罪ある人間のために十字架であんな悲惨な死を遂げることがなければ、まったく希望のない絶望的な存在なのです。それが十字架のメッセージなのです。皆さん、十字架の前でアーメンしているのではないでしょうか。そこで自分を正しく発見しなければなりません。そうでなければ、キャンプのときにもその方にお話ししましたが、教会に通いなさい、聖書を一生懸命、読みなさい、お祈りをささげなさい、断食をしなさい、一生懸命、献金をしなさい、このように勧めればよいでしょう。なぜわざわざ神の御子、罪のないイエスが十字架で死ななければいけないのでしょうか。私たちが知っている言葉では全部言い表すことができないほどの次元の絶望的な罪人なのです。これが十字架のメッセージなので、パニックを起こしてしまうのです。嫌だと。単純な嫌ではありません。心の底から、暴れながら嫌だと拒否するのです。それが悪魔のしわざなのです。実際、悪霊にとりつかれているものが、この十字架の話になると、そのまま正常ではいられません。昔、牧師だということを全部隠して、なにかのアンケートのために来ましたと、新宿の霊媒師のところに行きました。その霊媒師は、話が終わるまでずっとタバコを吸い続けて、どうしようかという感じでした。パニックになります。
それから、もう一つ、人は基本、人が救われるためには、言葉を変えますと、人が幸せになるためには、いろいろな道があると言います。これが基本的な考え方です。人それぞれ、いろいろな道、いろいろな方法がある、これが基本的な考え方です。そして、一生懸命がんばれば、努力すれば幸せになれる。あるいは宗教の中で幸せがある。いろいろな宗教があるが、宗教ごとにいろいろな道がある。経済的に豊かになればどうにかなる。成功すれば人生変わると様々な道があると思います。その中のひとつがキリスト教で、だから、イエス様も世界四大聖人の一人だと普通に思っているのです。そういう世の中や人々に向かって、十字架の道は、このイエスの十字架以外にはありません。道は一本しかありません。Only十字架なのだと語っているので、真正面からぶつかるわけです。だから、パニックを起こして、ひどい場合には、十字架を語る者を殺してしまいます。十字架の主人公であるイエス様ご自身が殺されるようになりました。多くの信仰の先輩たちが、殉教になってしまいました。ヨハネ14：6、わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父の元に来ることはありません。わたしを通してでなければとイエス様ご自身がおっしゃって、また、イエス様の弟子たちが、信徒の方々が、教会が言いました。使徒4：12、世界中にこの御名のほかに、私たち人間が救われる名として、どのような名も与えられていないとあります。世の中がいちばん嫌うメッセージがこれです。多くの人は、いろいろな理由で教会に来ることがあります。でも、そこで大体離れる理由がなにかというと、なぜキリスト教だけが、なぜイエス様だけが救いだと言うのか。独善ではないかということで離れていくわけです。つまり、もうパニックを起こしてしまったのです。良いことはいっぱいあります。立派な人、立派な理論、いろいろあります。それと救いと人間の幸せとは、まったく関係ありません。でも、基本、普通、人々は、そのような発想を持っているのに、そこにOnly十字架で、道はイエスしかないと語っているので、中々受け付けられないパニック状態になってしまいます。

これらが合わさってでしょうけれども、最後にもう一つ申し上げると、人は基本、因果応報の思想、動かない真理のように絶対的なものになっています。因果応報とはなにかわかりますか。人間が、なにをどうするかによって人生そのものが左右される、人の行いによって、その人の人生が決まる。ある部分は、一理はありますが、結局、人が中心なのです。幸せになることも、人生が変わることも、救われることも、人がどうする、人が中心なのです。それが基本的な考え方です。だから、その因果応報の中では、人が抱えている人間的な様々な条件などが非常に問題になるし、それによって差別が生まれるようになります。良い意味でも悪い意味でも。条件、肌色が違う、国籍が違う、学歴が違う、経済的な程度が違う、様々な条件の違いがあるのではないでしょうか。その人の性格も違う、教養の程度も人格のレベルも違います。それによって人生がああにも、こうにもなるということをもって線引きするようになるしかないでしょう。これが普通です。人間が抱えている能力も皆異なります。その能力の違いそのものが物を言うよとなるしかありません。ある意味、そういう面がまったくないわけではありません。けれども、それは一部分だけのことであって、目に見えることしか知らない人の世界でのお話しだけであって、十字架はそのような因果応報の思想に染まっている人々に向かって、人がどうなのか、なにがどうなのかは一切問わずに、だれでも、人間の行いも一切かまわずに誰でも信じることによって救われると語っています。それが十字架です。人間の行いが、なにがどうしたのかが問題ではなくて、イエス様の行い、イエス様がなにをどうなさったのかが中心なのです。イエス様が十字架の上でおっしゃいました。すべてを完了したと。おまえの問題をすべてわたしが代わりに解決した。だから、残るのは信仰の他にはありません。また、どんな人間でも、その人間の条件などは一切関係ありません。イエス様が行ったことが中心なので、それが材料なので、人間は、黒人でも白人でも障害者でも健常者でも博識のあるものでも無知な人間でも金持ちでも貧乏でも刑務所の中にいる人間でも警察の人間でも関係なく、そのイエス様がなさったことを信じる信仰によってだれでも幸せになれるし救われるようになります。これが十字架の話です。すべて疲れて、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしが、あなたがたを休ませてあげます。この十字架の話が聞こえてきたときが、それこそが幸いであり、いままでの刻印の場合は、それが聞こえてきません。なにを言っているのかと。パリサイ人は、信じると救われると聞いて、初代教会を結局、迫害して、イエス様を十字架で殺してしまいました。彼らは、人がなにをどうするかによって変わる、神も人間がどうするかによって感動して報われる方だという考え方だったのです。それが全部いっぺんに崩れるのが十字架です。そんな資格も力も能力もまったくない罪人なのでだ。だから、わたしが代わりに死ぬのだから、イエスを信じることによって救われる。だから、福音、グッドニュース、良い知らせと言うわけです。それを恵みと言います。なぜかわかりませんが、1部でも2部でもメッセージが重なる、つながるようになるという傾向があります。2部の礼拝でもこれを細かく言うつもりです。ローマ1：17、義人は信仰によって生きる。ローマ10：11、だれでもイエスの御名を信じる者は救われる。これが十字架のメッセージであり福音です。私たちが基本的に、普通に持っているもの、それをそのまま持ったままキリストに対して、十字架に向かって、キリスト教、教会に向かって、人間的な期待だけをぶつけるようになった場合には、十字架と衝突するようになります。パニックを起こすようになります。弟子たちとペテロが、イエス様がもうまもなくイスラエルの王様になり、弟子たちのだれが幹事長になるか、だれが官房長官になるかということを議論して喧嘩したりしていたわけです。そういう期待ばかりだったのです。それがいっぺんに崩れました。十字架の前で。だから、十字架のメッセージを理解しないまま、それ以前に入っていた刻印をしっかり取り換えないまま、ただ願いをぶつけるとパニックになります。裏切られた感もあるかもしれません。十字架の前で衝突して、結局、パニック状態になるしかないということを覚えていただきたいと思います。
ですから、今週1週間も皆さん、ぜひ皆さんの中にあるなにかの期待、なにかのお願い以前に静まって、十字架の前に立って見ていただきたいと思います。そこで語られる、聞こえてくる神様の御声、真実の声をぜひ聞いて耳を傾けて聞いていただきたいと思います。なにが聞こえてくるのでしょうか。あなたは絶望的な罪人です。だから、道はキリスト一本しかない。十字架で死なれたイエスがそのキリストです。だから、なにも迷わずに一つだけ、そのイエスを信じることによってあなたは救われるし、あなたは新しく生まれるようになります。この十字架のメッセージを聞いて、このメッセージが皆さんに刻印されてアーメンにならないように邪魔する、先に入っているパニックを起こす要素である刻印、そのものを捨てていきましょう。それが戦いです。なにか難しい立派なメッセージが問題ではありません。メッセージを聞いていたら、それが刻印されているものと戦いにならないといけません。個人、個人の中で。皆さんは、実は、基本、当たり前だと思っていたものがあったのではないでしょうか。よく吟味して十字架のメッセージの前で、先に刻印されているものを捨てるようにしましょう。

それから、残りの生涯、周りからどういう声が聞こえてきても、どんな理論が唱えられるかは関係なく、この十字架は固く握るようにしましょう。これは永遠なるものです。十字架を固く握って、この十字架を誇りに思ってください。冒頭でも申し上げましたように、感謝するしかありません。本来は、パニックを起こして逃げるのが普通なのに、どうして皆さんは十字架の前でひざまずいてイエス・キリストを受け入れて十字架が自分のためだと感謝するようになったのでしょうか。これは奇跡中の奇跡であり、恵み中の恵みなのです。だから、十字架を誇りに思い、残りの生涯、いまだにパニック状態にいる世の中の多くの人に、この十字架を伝えることを決心してください。この十字架の愛を、サタンにだまされて間違って刻印されて一生間違っている理論の奴隷になるしかない人々に、そこから解き放たれて自由になることができる十字架の福音のお話を解き明かそうと決心する1週間であることを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。今日も兄弟姉妹とともに主の御名をほめたたえ、神様からのメッセージを聞き、ありがとうございます。イエス・キリストの十字架のメッセージを固く握って誇りに思い、その十字架にぶつかることによってパニックを起こすような刻印されているものが取りはがされるように、今週1週間、十字架のメッセージが力強くひとりひとりの心の内で動いて働くことを心からお願いします。残りの生涯、十字架を自慢して説き明かす主人公となるように、ひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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